
 

○広域医療搬送の概要 

 

広域医療搬送は以下のような流れで行われることを想定しています。 

 

(1) 地震発生後速やかに広域医療搬送活動に従事する災害派遣医療チーム

（ＤＭＡＴ）等が被災地外の拠点に参集し、航空機等により被災地内の 

広域搬送拠点へ移動 

  

  (2) 被災地内の広域搬送拠点へ派遣されたＤＭＡＴ等は、拠点内に患者を一

時収容する広域搬送拠点臨時医療施設（ＳＣＵ）の設置を補助すると

ともに、一部は被災地の都道府県が調整したヘリコプター等で被災地

内の災害拠点病院等へ移動し、広域医療搬送対象患者を選出し、被災

地内の災害拠点病院等から被災地内広域搬送拠点まで搬送 

   

(3) 搬送した患者をＳＣＵへ収容し、広域搬送の順位を決定するための再ト

リアージ及び必要な追加医療処置を実施 

  

(4) 搬送順位にしたがって、広域搬送用自衛隊機で被災地外の広域搬送拠点

へ搬送し、広域搬送拠点から救急車等により被災地外の医療施設へ搬

送して治療 
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○広域医療搬送
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医療救護班・DMAT投入

患者輸送

災害拠点病院（全国５５２病院）
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